
- 1 - 

 

令和５年度６月補正予算の概要について 
 

令和 5年  6 月 9 日 

洲本市財務部財政課 

 

Ⅰ 補正予算計上額  

 
 

Ⅱ 補正予算の内容                                                 

 

１ 市民生活を支援 

（１）生活を支援（電力・ガス・食料品等価格高騰対策） 

①保育施設等の副食費及び学校給食費の支援・・・20,872 千円 

    ア 保育所等及び私立認定こども園の副食費等の支援・・・6,028 千円 

保護者に価格転嫁することなく､これまで通りの栄養バランスや量を保った 

副食等の提供を維持するため、食材料費高騰分の経費の追加及び補助 

      【子ども子育て課】 

    イ 学校給食費の支援・・・14,844 千円 

保護者に価格転嫁することなく、これまで通りの栄養バランスや量を保った 

学校給食の提供を維持するため、食材料費高騰分の経費の追加【学校教育課】 

 

（２）事業継続を支援（電力・ガス・食料品等価格高騰対策） 

①障害者及び高齢者施設等に対する食材料費高騰対策支援・・・75,809 千円 

・物価高騰に直面する中で、障害者及び高齢者施設等が、利用者負担を増やすこと 

 なく、これまで通りの栄養バランスや量を保った食事の提供を行えるよう、食材 

 費高騰対策として補助金を支給             【福祉課・介護福祉課】 

②保育施設等への一時支援金の支給・・・2,466 千円（県 10/10） 

・物価高騰の影響を受けている保育施設等が継続的・安定的なサービス提供を図れ 

るよう、光熱水費等の価格上昇分の一部を支援する一時支援金を支給 

【子ども子育て課】 

 ③酪農家の飼料高騰対策支援・・・14,000 千円 

・畜産用配合飼料の価格高騰が経営に多大な影響を与えていることから、生産費を 

販売価格に転嫁することが難しい市内酪農家の負担軽減を図るための補助金を支 

給                               【農政課】 

（単位：千円）
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   ④漁業者の燃油価格高騰対策支援・・・8,000千円 

原油価格及び物価の高騰により経営に影響を受けている漁業者の負担軽減を図り、 

今後の事業継続を支援するため支援金を支給         【林務水水産課】 

⑤地域商業者の活性化支援・・・60,000 千円 

・商業者が取り組むプレミアム付デジタル商品券・ポイントシール事業の支援によ 

り、家計負担の緩和と市内経済の活性化を図る。また、既計上予算による夏季キ 

ャンペーンに加えて実施することで、継続的な支援に取り組む  【商工観光課】 

 

２ その他 

①大型客船寄港歓迎イベント開催等経費・・・1,500 千円（一部は県 10/10） 

・７月末に淡路島に初寄港地として、洲本港沖に停泊を予定している大型クルーズ 

 船「にっぽん丸」の歓迎セレモニー及びイベント経費      【商工観光課】 

   ②特別会計補正予算 

・介護保険特別会計（事業勘定）・・・462 千円 

 配食サービス事業において、利用者に価格転嫁することなく、これまで通りの栄 

養バランスや量を保った食事の提供を行えるよう、食材費高騰対策として事業委 

託料を追加                          【介護福祉課】 

・介護保険特別会計（サービス事業勘定）・・・527 千円 

 通所介護事業（デイサービス）等において、利用者に価格転嫁することなく、こ 

 れまで通りの栄養バランスや量を保った食事の提供を行えるよう、食材費高騰対 

 策として事業委託料を追加                   【サービス事業所】 

   ③企業会計補正予算 

・介護サービス事業会計・・・317 千円 

 通所介護事業（デイサービス）等において、これまで通りの栄養バランスや量を 

 保った食事の提供を行えるよう、食材費高騰対策として事業委託料を追加  

   【サービス事業所】 

 


